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市からの
お知らせ

●七夕カラオケ祭り参加者募集
　上福岡七夕まつりで「七夕カラオケ祭り」を行います。
　歌は２コーラス(カラオケDAM 画面あり)までです。
　年齢制限はありません。小さなお子さんや学生の人も参加
可能ですので、ぜひご応募ください。
日時　８月３日㈯午後６時から
定員　２０人(申込順）
※当日の飛び入り参加は先着５人まで。
申込期間　６月５日㈬から２８日㈮までに電

話で申し込む
 七夕カラオケ祭り係(河口 ０８０・９９９１・８４２０)

問合せ●上福岡七夕まつり実行委員会事務局（産業振興課内 ０４９・２６２・９０２３）

8 月３日㈯・8月３日㈯・４日㈰４日㈰日程

場所 福岡中央公園、上福岡駅西口ココネ広場ほか

●竹飾りを会場に掲出しませんか
　上福岡七夕まつりを彩る竹飾りを製作し、会場へ掲出する団
体・企業を募集します。竹飾り用の竹は無料で配布し、飾りの
製作費として助成金を支給します。
　詳しくは事務局（産業振興課内）にお問い合わせください。
申込方法　６月２８日㈮までに電話で申し込む

 上福岡七夕まつり実行委員会事務局
　（産業振興課内 049・262・9023）

第 70 回上福岡七夕まつり
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問合せ●市民総合相談室（ ０４９・２６２・９０25）

困難な問題を抱える女性への支援　
女性を保護し支援するための新しい法律ができました

　日常生活や社会生活を送る上で、女性であることにより抱え
る困難な問題は、性暴力、性犯罪被害、ＤＶ(ドメスティックバ
イオレンス)、介護、育児などの過重負担、家族に関わる問題
など多様化・複雑化しています。
　このような中、国は女性の福祉の増進を図るために「困難な
問題を抱える女性への支援に関する法律」を令和6年4月1日に
施行しました。この法律では、困難な問題を抱える女性に寄り
添い、一人一人のニーズに応じた支援を行い、安心して、かつ、
自立して暮らせる社会の実現を目指すことを目的としています。

女性のためのＤＶ・総合相談

　ふじみ野市では、この法律の趣旨を踏まえ、困難な問題を抱
える女性への包括的かつ継続的な支援体制を推進するため、
関係機関相互の連携のための支援調整会議の実施や民間団体
との協働を図りながら、当事者に寄り添った支援を進めていき
ます。相談については、３０ページ（各種相談）をご覧ください。

●こんなことに困ったらご相談ください
・夫婦のこと、家族のことで悩んでいる
・配偶者やパートナーから暴力、暴言、脅迫を受けている
・性暴力、性被害を受けている。また、望まない性的な仕事をした
り、させられたりしている
・家や学校に居場所がない

男女共同参画週間パネル展＆図書展示

　男女共同参画週間（6月23日～29日）に併せて、パネル展と
図書の展示を行います。
●パネル展示
期間　6月21日㈮～28日㈮
場所　本庁舎2階市民総合相談室
内容　①考えよう！わたしたちの働き方・暮らし方②多様な性 

知っていますか？
●男女共同参画をテーマとした図書展示
期間　6月1日㈯～30日㈰
場所　大井図書館（ステラ・ウェスト内）

20 周年記念コンサートオーケストラ団員の募集

申込先●経営戦略室（ ０４９・２６２・９０00）

募集パート　ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス、
フルート、オーボエ、クラリネット、ファゴット、ホルン、ト
ランペット、トロンボーン、バストロンボーン、ティンパニお
よびパーカッション演奏者　

応募方法　６月１日㈯～７月１９日㈮に
ウェブフォームで申し込む

　来年１０月１日にふじみ野市が誕生して２０周年を迎えることか
ら、来年１０月５日㈰に市民第九合唱を中心としたコンサートを
開催します。コンサートで演奏するオーケストラ団員のオーディ
ションを実施します。応募資格、課題曲などの詳細
については、ホームページをご確認ください。
日程　８月２８日㈬・２９日㈭
場所　ステラ・ウェストホール
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み
ん
な
集
ま
れ
！

お
お
い
祭
り

　
お
お
い
祭
り
で
踊
る
、
盆
踊
り
の
練

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
７
日
㈰
、
７
月
14
日
㈰

　
午
後
６
時
～
7
時
30
分

場
所　
ゆ
め
ぽ
る
と（
大
井
総
合
支
所

2
階
）

 

踊
り
の
国（
今
野
）

　

０
９
０・８
１
７
８・８
３
５
７

地
域
支
え
愛
セ
ン
タ
ー

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
１
時
間
３
０
０
円

で
高
齢
者
の
お
手
伝
い
を
す
る「
地
域

支
え
愛
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
毎
日
で
は
な
く
、
少
し
の
時
間
が
あ

れ
ば
誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
内
容
で

す
。
あ
な
た
の
思
い
や
り
を
地
域
社
会

に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

謝
礼　
活
動
時
間
数
に
応
じ
た
商
品
券

と
ガ
ソ
リ
ン
券

お
手
伝
い
の
例　
付
き
添
い（
病
院・買

い
物・役
所
な
ど
）、掃
除（
部
屋・庭・

風
呂
な
ど
）、
修
理
・
取
り
付
け（
電

球
交
換・障
子・網
戸
の
張
り
替
え
な

ど
）、
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 

ふ
じ
み
野
市
支
え
愛

セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
９
３・６
２
６
６（
月

～
土
曜
日
、午
前
９
時
～
午
後
３
時
）

第
56
回
シ
ラ
コ
バ
ト
賞

候
補
者
の
推
薦

　
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め

に
活
動
を
し
て
い
る
個
人・団
体
を
対

象
に
、
彩
の
国
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
が

シ
ラ
コ
バ
ト
賞
の
候
補
者
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間　
6
月
3
日
㈪
～
28
日
㈮

推
薦
方
法　
推
薦
書（
協
働
推
進
課〈
市

役
所
本
庁
舎
２
階
〉で
配
布
）を
窓
口

に
提
出
す
る

 

自
治
組
織
連
合
会
事
務
局（
協
働
推

進
課
内

０
４
９・２
６
２・９
０
１
６
）

ひ
と
り
親
世
帯
向
け
の

市
営
住
宅
の
入
居
者

　
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
、
３
人

以
上
で
構
成
す
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
入

居
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
住
宅　
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
霞
ケ

丘
31
号
棟
の
一
部（
２
Ｄ
Ｋ
）

募
集
戸
数　
１
戸

家
賃　
月
額
約
２
万
５
千
円
～
４
万
円

※
家
賃
は
世
帯
収
入
に
よ
り
変
動
。

共
益
費　
月
額
４
８
０
０
円

申
込
方
法　
6
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮
に

募
集
の
し
お
り
に
添
付
の
申
込
書
に

記
入
の
上
、
窓
口
か
郵
送
で
提
出
す

る

※
募
集
の
し
お
り
は
、建
築
課（
市
役
所

第
２
庁
舎
２
階
）、市
役
所
本
庁
舎
１
階

受
付
、子
育
て
支
援
課（
市
役
所
本
庁
舎

２
階
）、大
井
総
合
支
所
、出
張
所
で
配

布
。

入
居
者
の
決
定　
６
月
14
日
㈮
午
前
10

時
か
ら
建
築
課
で
公
開
抽
選（
結
果

は
後
日
通
知
）

※
期
間
中
に
申
込
者
が
な
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
入
居
候
補
者
の
認
定
が
で

き
な
い
場
合
は
、
６
月
21
日
か
ら
７
月

31
日
ま
で
随
時
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

 

建
築
課（
〒
３
５
６
・
８
５
０
１
福

岡
1・1・１
）

　

０
４
９・２
６
２・９
０
４
３

緊
急
地
震
速
報
訓
練

　
市
で
は
、
国
が
発
信
す
る
情
報
を
市

民
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
た
め
、
防
災
行

政
無
線
で
自
動
的
に
放
送
す
る「
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
」（J-A

LERT

）を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　
国
が
実
施
す
る「
緊
急
地
震
速
報
訓

練
」に
参
加
し
ま
す
。
当
日
は
、
次
の

と
お
り
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
放
送
を

行
い
ま
す
の
で
、
実
際
の
災
害
と
間
違

え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
６
月
20
日
㈭
午
前
10
時
ご
ろ

放
送
内
容　
上
り
チ
ャ
イ
ム
+「
こ
ち

ら
は
、
防
災
ふ
じ
み
野
で
す
。
只
今

か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
」＋
緊

急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
+「
緊
急

地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地
震

で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
」×

３
回
+「
こ
ち
ら
は
、
防
災
ふ
じ
み

野
で
す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ

り
ま
す
」+
下
り
チ
ャ
イ
ム

 

危
機
管
理
防
災
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
１
７

文
化
芸
術
活
動

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
文
化
団
体
や
学
生
の

文
化
芸
術
活
動
を
応
援
す
る
た
め
、
文

化
芸
術
に
関
す
る
関
東
大
会
以
上
の
大

会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
出
場
す
る
人

へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
対
象
要
件
や
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、募
集
要
項（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
住
所
を

有
す
る
個
人
お
よ
び

市
内
に
活
動
の
本
拠
を
有
し
次
の
①

～
③
全
て
に
該
当
す
る
団
体

　
①
構
成
員
の
半
数
以
上
が
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る

②
文
化
振
興
を
主
な
活
動
目
的
と

し
、
申
請
時
点
で
１
年
以
上
の
活
動

実
績
を
有
す
る

　
③
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る

期
間　
４
月
１
日
～
来
年
３
月
31
日
に

開
催
さ
れ
る
大
会

大
会
要
件　
関
東
大
会
以
上
で
、
出
場

に
あ
た
り
予
選
ま
た
は
選
考
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
大

会
　
①
国・県
が
主
催
、共
催
、後
援
し
て

い
る

　
②
新
聞
社
・
放
送
局
が
主
催
、
共
催

し
、
幅
広
く
周
知
さ
れ
て
い
る

　
③
５
回
以
上
継
続
的
に
実
施
さ
れ
、

当
該
大
会
へ
の
出
場
が
社
会
的
に
評

価
さ
れ
て
い
る

申
込
方
法　
該
当
す
る
大
会
へ
の
出
場

が
決
定
後
、
交
付
申
請
書
を
窓
口
へ

提
出
す
る

補
助
限
度
額　
個
人
１
万
円
、
団
体
５

万
円

※
交
通
費
、
宿
泊
費
な
ど
の
う
ち
、
市

が
認
め
る
金
額
。

 

文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　

０
4
９・２
６
２・８
１
２
４

固
定
資
産
の
調
査
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

家
屋
を
新
築・増
築・一
部
取
り
壊
し

を
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税
の
税
額
を

算
出
す
る
た
め
、
建
物
の
外
部・内
部

の
間
取
り
や
仕
上
げ
な
ど
の
現
地
調
査

が
必
要
で
す
。
現
地
調
査
を
軸
に
、
竣

工
図
面
一
式
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
資
料
の
提
供
も
お
願
い
し
ま

す
。
入
居
前
の
調
査
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
の
現
況
確
認
の
た
め
、
市

内
全
域
で
土
地・家
屋
の
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
調

査
の
際
に
は
調
査

員
が
固
定
資
産

評
価
補
助
員
証

な
ど
の
身
分
証

明
書
を
提
示
し

ま
す
。

 

税
務
課　
　

　

０
４
９・２
６
２・９
０
１
３

国民健康保険からのお知らせ  保険・年金課（ ０４９・２６２・９０３９）

　課税限度額が変更
　国の税制改正に伴い、本年度から国民健康保険税の課税
限度額が下表のとおりに変更されます。

　　　　　　　　年度
　課税区分

令和５年度
の限度額

令和６年度
の限度額

医療保険分 65 万円 65 万円
（据え置き）

後期高齢者支援金等分 22 万円 24 万円

介護納付金分
（40 歳～６４歳の人） 17 万円 17 万円

（据え置き）

令和６年度からの主な変更点

令和６年度の保険税の決定通知は
７月中旬に送付します

次の①②③は、申請が必要です。
※条件の詳細については、お問い合わせください。
※本庁舎のみの受付ですので、ご注意ください。
①非自発的失業者に対する軽減
　自発的ではない理由で失業になった人（65歳未満）の保険
税は、前年所得の給与所得を３割として、計算します。
②国民健康保険税の減免
　病気や災害により保険税の納付ができないと認められた
場合や、18歳未満の被保険者が3人以上いる場合などには、
保険税が減免されます。
③産前産後期間の軽減
　出産予定や出産した被保険者の産前産後期間（単胎４カ月
分、多胎６カ月分）を軽減します。
④未就学児の均等割額の５割軽減
　子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、国民健康保険
に加入している子ども（未就学児）の均等割額を減額します。
申請は不要です。令和６年度分は、平成３０年４月２日以降に
生まれた人が対象となります。
⑤所得金額等が一定額以下の世帯に対する軽減
　被保険者数に応じて、世帯の総所得金額などの額が軽
減判定所得基準表に該当する世帯は均等割額が軽減されま
す。ただし、世帯主および被保険者（４月１日現在で１６歳以
上の人）全員の所得申告が必要です。所得の有無にかかわ
らず申告してください。

都
市
計
画
案
の
縦
覧

　
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
ふ
じ
み
野

地
区
地
区
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
都

市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
縦
覧

日
時　

６
月
18
日
㈫
～

７
月
２
日
㈫
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

場
所　
都
市
計
画
課（
市
役
所
第
２
庁

舎
２
階
）

●
案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出

対
象　
市
民
、
利
害
関
係
の
あ
る
人

提
出
方
法　
７
月
２
日
㈫
午
後
５
時
15

分
ま
で（
必
着
）に
縦
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

窓
口
か
郵
送
で
提
出
す
る

 

都
市
計
画
課（
〒
３
５
６
・
８
５
０

１
福
岡
1・1・１
）

　

０
４
９・２
２
０・２
０
６
５ 

雨
水
を
汚
水
管
へ

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
家
に
降
っ
た
雨
は
雨
ど
い

か
ら
雨
水
浸
透
桝ま
す
に
つ
な
げ
宅
地
内
に

浸
透
さ
せ
る
処
理
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
た
く
さ
ん
の
雨
水
を
汚
水
管
に
つ
な

げ
る
と
管
が
満
水
に
な
り
、
宅
内
の
ト

イ
レ
な
ど
生
活
排
水
が
流
れ
に
く
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
雨
水
は
宅
地

内
浸
透
処
理
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

上
下
水
道
課　

　

０
4
９・２
２
０・２
０
７
５

　１０月から特別徴収に該当する人へ、普通徴収分と特別徴
収分の納税通知書を７月中旬に送付します。被保険者全員が
65～74歳の世帯は年金から天引きされる特別徴収です。た
だし、①世帯主が国民健康保険
税の被保険者ではない②年金の
年額が18万円未満③介護保険料
の天引きと合わせた額が年金額
の２分の１以上の世帯は普通徴収
です。

特別徴収税額の納税通知書

※１＝一定の給与所得者（給与収入55万円超）と公的年金等
の支給（60万円超〈65歳未満〉又は110万円超〈65歳以上〉）
を受ける人。なお、当分の間は公的年金等に係る特別控除

（15万円）後は、110万円は125万円となる。給与に専従
者控除のみなし給与や青色専従者給与は含まない。
※２＝同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢
者医療の被保険者に移行した人を含む。

国民健康保険税が軽減・減免される場合があ
ります

7 割軽減
基準額

基礎控除額（４３万円）＋１０万円×（給与所得者
等の数（※１）－１）以下

5 割軽減
基準額

基礎控除額（４３万円）＋２９．５万円×被保険者数（※２）
＋１０万円×（給与所得者等の数（※１）－１）以下

2 割軽減
基準額

基礎控除額（４３万円）＋５4.5 万円×被保険者数（※２）
＋１０万円×（給与所得者等の数（※１）－１）以下

　軽減判定所得の計算方法が以下の軽減判定所得基準表の
とおりに変更しました。
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

21 20

　
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用

な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
出
さ
な
い

こ
と
に
加
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を

捨
て
る
時
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
よ

う
に
分
け
て
捨
て
る
な
ど
、
身
近
な
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

 

環
境
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
２
２

国
民
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公

的
年
金「
国
民
年
金
基
金
」

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
の
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、
ゆ
と
り
あ
る

老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
自
分
で
入
る

公
的
な
個
人
年
金
で
す
。

　
生
涯
受
け
取
れ
る
終
身
年
金
が
基
本

で
、
支
払
っ
た
掛
金
や
受
け
取
る
年
金

に
は
税
制
上
の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
加
入
す
る
と
、
付
加
年
金
を
納
め
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。（
基
金
が
付
加

年
金
を
代
行
し
て
い
る
た
め
）

 

国
民
年
金
基
金

　

０
１
２
０・６
５・４
１
９
2

住
宅
改
修
で
家
屋
の
固

定
資
産
税
額
を
減
額

　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工

事
を
行
っ
た
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度
の

※
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
場

合
、
軽
減
率
が
異
な
り
ま
す
。

 

税
務
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
１
３

軽
ト
ラ
市

　

市
内
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜・狭
山

茶
な
ど
の
農
産
物
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
載

せ
て
生
産
者
が
直
接
販
売
し
ま
す
。

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
。荒
天
時
中
止
。

日
時　
６
月
22
日
㈯

　
午
前
９
時
～
10
時
30
分

場
所　
大
井
総
合
支
所
駐
車
場

 

産
業
振
興
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
２
４

採
れ
た
て
ふ
じ
み
野
畑

　
市
内
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
・
狭
山
茶

な
ど
の
農
作
物
を
販
売
し
ま
す（
売
り

切
れ
次
第
終
了
）。

●
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
脇

日
時　
６
月
18
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

●
大
井
総
合
支
所
玄
関
脇

日
時　
６
月
4
日
㈫
、
７
月
2
日
㈫

　
午
前
10
時
～
正
午

 

産
業
振
興
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
２
４

花
い
っ
ぱ
い
運
動

記
念
花
壇
の
植
え
替
え

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
は
、

花
を
育
む
こ
と
で
人
と
人
と
の
会
話
が

生
ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
夏
に
向
け
て
、
市
役
所
本
庁
舎
前
の

花
い
っ
ぱ
い
運
動
記
念
花
壇
の
花
を
植

え
替
え
ま
す
。
花
が
好
き
な
人
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
た
い
人
な
ど
、
ぜ

ひ
一
緒
に
花
を
植
え
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
19
日
㈬
午
前
10
時
か
ら

（
小
雨
決
行
）

場
所　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
記
念
花
壇

（
市
役
所
本
庁
舎
前
）

巡
回
聴
覚
障
害
者
相
談

　
埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
に

来
所
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
巡
回
聴

覚
障
害
者
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　
６
月
19
日
㈬

　
①
午
前
10
時
～
正
午
②
午
後

場
所　
①
市
役
所
第
３
庁
舎
２
階
Ｃ
２

０
１
・
Ｃ
２
０
２
会
議
室
②
相
談
者

宅（
事
前
予
約
要
）

相
談
内
容　
子
育
て
、
仕
事
、
病
気
、

近
隣
と
の
関
係
な
ど
、
生
活
面
で
の

相
談

対
象　
聴
覚
障
が
い
者
ま
た
は
聴
覚
障

が
い
者
と
関
わ
り
の
あ
る
人

※
希
望
す
る
人
は
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
午
後
は
訪
問
相
談
を
行
い

ま
す
。

※
手
話
通
訳・要
約
筆
記
あ
り
。

 

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー　

 

聴
覚
障
害
者
相
談
員

　

０
４
８・８
１
４・３
３
５
３

　
　
　
　
　
　

０
４
８・８
１
４・３
３
５
５

春
の
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ

ウ
ィ
ー
ク

　
県
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
の
日（
５
月
30

日
）か
ら
環
境
月
間
で
あ
る
６
月
ま

で
を「
埼
玉
県
春
の
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ

ウ
ィ
ー
ク
」と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
削
減
を
促
進
す
る
た
め
に
何
が

で
き
る
か
、
一
人
一
人
が
考
え
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
額
を
減
額
し
ま
す
。

●
耐
震
改
修

対
象　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
工
事
費
が
50
万
円
を
超
え
る

一
定
の
耐
震
改
修
を
行
っ
た
住
宅

軽
減
率　
２
分
の
１

※
床
面
積
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
。

●
省
エ
ネ
改
修

対
象　
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

に
工
事
費
の
自
己
負
担
額
が
60
万
円

を
超
え
る
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
を

行
っ
た
、
床
面
積
50
㎡
以
上
２
８
０

㎡
以
下
の
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

※
自
己
負
担
額
＝
工
事
費
用
か
ら
国
の

補
助
金
や
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る

住
宅
改
修
費
な
ど
を
控
除
し
た
額
。

軽
減
率　
３
分
の
１

※
床
面
積
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

対
象　
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上

経
過
し
、
65
歳
以
上
の
人
ま
た
は
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

人
ま
た
は
障
が
い
者
が
居
住
す
る
、

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事
費

の
自
己
負
担
額
が
50
万
円
を
超
え
る

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
っ

た
、
床
面
積
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以

下
の
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

軽
減
率　
３
分
の
１

※
床
面
積
１
０
０
㎡
相
当
分
ま
で
。

申
告
方
法　
い
ず
れ
も
工
事
完
了
日
か

ら
３
カ
月
以
内
に
、
税
務
課
で
配
布

す
る
申
告
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

申
告
す
る

※
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。
悪
天
候
時
の
延
期
判
断
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会

事
務
局（
協
働
推
進
課
内
）

　

０
４
９・２
６
２・８
１
２
３

文
化
芸
術
の
委
託
・

補
助
事
業
が
決
定

　
地
域
で
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な

ど
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
を
応
援
す

る
、
令
和
６
年
度「
文
化
芸
術
企
画
提

案
型
委
託
事
業
」と「
文
化
芸
術
未
来
応

援
事
業
」が
決
定
し
ま
し
た
。
事
業
の

一
覧
や
参
加
者
募
集
な
ど
は
、
実
施
時

期
に
合
わ
せ
て
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
身
近
な
地
域
で
素
晴
ら
し
い
音
楽
や

ア
ー
ト
に
触
れ
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

 

文
化
芸
術
企
画
提
案
型
委
託
事
業

＝
ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト

　

０
４
９・２
６
１・６
６
７
８

　
文
化
芸
術
未
来
応
援
事
業
＝
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

０
４
９・２
６
２・８
１
２
４

▲文化芸術活動
未来応援事業

▲文化芸術企
画提案型委託
事業

ス
テ
ラ
ジ
ャ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト

　
ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト
と
ス
テ
ラ・ウ
ェ

ス
ト
で
、
ふ
じ
み
野
市
音
楽
家
協
会
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
、
楽
し
い
お
話
し
を
交

え
な
が
ら
、
日
本
の
歌
と
世
界
の
歌
を

お
届
け
し
ま
す
。ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト
の

喫
茶
歩
歩
で
、
ド
リ
ン
ク
と
共
に
素
敵

な
歌
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
第
２
回
目
以
降
の
開
催
予
定
な
ど
、

詳
し
く
は
ス
テ
ラ
・
イ
ー

ス
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
6
月
13
日
㈭

　
午
前
11
時
～
正
午（
10
時
30
分
開
場
）

場
所　
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
1
階
喫
茶

歩
歩

出
演
者　

吉
見
佳
晃
さ
ん（
テ
ノ
ー

ル
）、
中
島
千
春
さ
ん（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
）、
う
え
だ
よ
う
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

定
員　
30
人（
申
込
順
）

費
用　
５
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付・

当
日
現
金
支
払
い
）

申
込
期
間　
6
月
5
日
㈬
か
ら
窓
口
か

電
話
で
申
し
込
む

 

ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト

　

０
４
９・２
６
１・６
６
７
８

水
道
週
間
パ
ネ
ル
展

　
６
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮
は「
第
66
回

水
道
週
間
」で
す
。
こ
の
期
間
を
含
め

て
、
市
の
水
道
事
業
を
紹
介
し
た
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
に
安
全
で
良
質
な

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
は
、

老
朽
化
し
つ
つ
あ
る
施
設
の
更
新
や
地

震
な
ど
の
災
害
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

水
道
事
業
経
営
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
水
道
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
今
後
の

水
道
事
業
の
取
組
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

期
間　
６
月
１
日
㈯
～
16
日
㈰

場
所　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ふ
じ
み
野
１
階

内
容　

ふ
じ
み
野
市
の
水
道
水
が
で

き
る
ま
で
が
描
か
れ
た
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
、
水
道
管
の
模
型
や
ふ
じ
み
ん

カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
な
ど
の
展
示

 

上
下
水
道
課

　

０
４
９・２
２
０・２
０
７
６

は
ー
と
ふ
る
無
料 

コ
ン
サ
ー
ト

　
季
節
を
感
じ
る
懐
か
し
い
抒
情
歌
や

昭
和
歌
謡
を
フ
ル
ー
ト
の
音
色
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
6
月
20
日
㈭

　
午
後
０
時
10
分
～
０
時
40
分

場
所　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
フ
ク
ト
ピ

ア
内
）

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演　
中
込
じ
ゅ
ん
さ
ん（「
歌
っ
て
鳴

ら
し
て
健
康
音
楽
教
室
」講
師
）

 

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

０
４
９・２
６
４・７
９
７
１

Town_meeting_2
長方形
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

23 22

ベ
ラ
ン
ダ
de
キ
エ
ー
ロ

相
談
会

　
生
ご
み
処
理
容
器「
ベ
ラ
ン
ダ
de
キ

エ
ー
ロ
」の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。キ

エ
ー
ロ
を
も
っ
と
上
手
に
使
う
た
め
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
た
い
人
、
キ
エ
ー
ロ

を
持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
興
味
や
関
心

の
あ
る
人
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ご
み
減
量
を
す
す
め
る
会
の
メ
ン

バ
ー
が
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
な
お
、

キ
エ
ー
ロ
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　
６
月
24
日
㈪

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

※
入
退
場
自
由・予
約
不
要
。

 

環
境
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
２
２

第
26
回
鶴
ケ
岡
寄
席

日
時　
６
月
23
日
㈰

サイズ 個人負担価格

通常サイズ（高さ80㎝
×横95㎝×奥行50㎝）

3,000円（本体のみ）

4,500円（黒土付き）

小型サイズ（高さ70㎝
×横75㎝×奥行34㎝）

2,000円（本体のみ）

3,000円（黒土付き）

場
所　
旭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
師　
小
山
悦
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
協

会
理
事
）

定
員　
20
人（
申
込
順
）

持
ち
物　
糸
、
は
さ
み
、
針

費
用　
１
３
０
０
円（
教
材
費
他
）

申
込
方
法　
6
月
５
日
㈬
か
ら
窓
口
か

電
話
で
申
し
込
む（
月
曜
日
を
除
く
）

 

旭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
６
７・１
７
７
７

ハ
ワ
イ
ア
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
6
月
23
日
㈰

　
午
前
11
時
30
分
か
ら（
開
場
11
時
）

場
所　
エ
コ
パ
大
広
間

※
観
覧
無
料（
別
途
入
館
料
）。

 
エ
コ
パ

　

０
４
９・２
９
３・７
５
６
８

定
員　
60
人（
申
込
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

申
込
方
法　
6
月
５
日
㈬
か
ら
窓
口
か

電
話
で
申
し
込
む（
月
曜
日
除
く
）

 

鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
７
８・１
１
２
２

旭
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ブ
教
室

　
身
近
に
な
っ
た
ハ
ー
ブ
を
、
も
っ
と

日
頃
の
生
活
に
生
か
し
て
楽
し
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。
第
1
回
目
の
作
品
作
り
教

室
は
、「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
サ
シ
ェ（
匂
い

袋
）」で
す
。
ハ
ー
ブ
の
資
格
を
持
つ
講

師
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　
6
月
28
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
9
月・11
月・2
月
に
も
他
の
作
品
作

り
ハ
ー
ブ
教
室
を
開
催
予
定
。

　
午
後
2
時（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　

鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

出
演　
コ
ン
パ
ス（
お
笑
い
コ
ン
ビ
）、

立
川
志
の
太
郎（
ふ
じ
み
野
市
出
身

落
語
家
）

鶴
ケ
岡
歌
声
音
楽
会
　

　
箏
の
優
美
な
音
色
と
、
ピ
ア
ノ
弾
き

語
り
歌
手
に
よ
る
心
に
響
く
歌
声
コ
ン

サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
7
月
14
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
か
ら（
1
時
開
場
）

場
所　

鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

出
演　
「
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

ｓ（
ハ
ー
ト
ス
ト
リ
ン
グ
ス
）」

　

中
村
友
美
さ
ん（
ピ
ア
ノ
弾
き
語

り
）、
松
浪
千
紫
さ
ん（
箏
演
奏
家
）

定
員　
60
人（
申
込
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

申
込
方
法　
6
月
5
日
㈬
午
前
9
時
か

ら
窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む（
月
曜

オレンジカフェふじみんオレンジカフェふじみん

●高齢者あんしん相談センター主催
日時 場所・問合せ

6月12日㈬
午後２時～３時

高齢者あんしん相談センターおおい
（特別養護老人ホームマザーアース敷地内、
０４９・２61・3021）

６月２０日㈭
午後2時～３時

高齢者あんしん相談センターふくおか
（市役所第３庁舎Ｃ２０１会議室、 ０４９・２６1・
1126）

費用　１人１００円
申込方法　電話で申し込む

家族介護教室・家族交流会
　介護者間で交流・意見交換などを行い、介護上の悩みや問
題を相談しあい、介護者同士のつながりをつくります。
　介護者の心の負担軽減や安心感を得られる目的の会です。

●介護事業所など主催

日時 場所・問合せ

６月２０日㈭
午後３時～４時

大井協同診療所「ｍｙ　Ｌｉｆｅ」（ふじみ野１・１・
１５、 ０４９・２６７・１１０１）

６月２１日㈮
午前１０時30～
１１時３０分

ほほえみ café
（駒林元町２・１・３９プリベント T・S ビル３階、

０４９・２６５・３３１４）

毎週火曜日
午前１０時～午
後４時

オレンジサロンまつ
（滝 1・3・58、 ０９０・４３９０・５６０８）

日時 場所 主催・問合せ

６月５日㈬
午後２時～３時
３０分

市 役 所 第３庁 舎
C202 会議室

高齢者あんしん相談
センターふくおか（
049・261・1126）

６月１２日㈬
午後2時～3時
30分

鶴ケ岡会館 集会
室（鶴ケ岡４・１６・
２５）

高齢者あんしん相談
センターつるがまい

（ 049・２５６・６０６１）

６月２０日㈭
午後２時～３時
３０分

上福岡二丁目集
会所（上福岡 2・4・
８）

高齢者あんしん相談
センターかすみがおか

（ 049・2６4・7620）

日
除
く
）

 

鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
７
８・１
１
２
２

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
お
口
の
フ

レ
イ
ル（
虚
弱
）と
い
う
意
味
で
、
心
身

機
能
の
低
下
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
さ
さ
い
な
お
口
の
衰
え

や
ト
ラ
ブ
ル
は
甘
く
見
ら
れ
が
ち
。

し
っ
か
り
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
６
月
20
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ふ
じ
み
野
２
階

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

内
容　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話（
口

腔
機
能
チ
ェ
ッ
ク
、
ふ
じ
み
ん
お
口

ぴ
ん
し
ゃ
ん
体
操
な
ど
）

対
象　
20
歳
以
上

定
員　
50
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
６
月
５
日
㈬
か
ら
電
話
か

窓
口
で
申
し
込
む

 

高
齢
福
祉
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
３
８

救
命
講
習
入
門
コ
ー
ス

日
時　
7
月
27
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
所　
入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防

本
部（
大
井
中
央
1・1・19
）

対
象　
ふ
じ
み
野
市
、
富
士
見
市
、
三

芳
町
に
在
住・在
勤・在
学
の
小
学
生

と
保
護
者

定
員　
10
組（
申
込
順
）

申
込
方
法　
7
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮
平

日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
に
電

話
で
申
し
込
む

 

入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防
本

部
救
急
課

　

０
４
９・２
６
1・６
６
７
３

 高齢福祉課（ 049・262・9038）

開催日時 会場 主な対象
６月4日㈫ 
午後７時 駒林会館	 駒林自治会

６月９日㈰ 
午前10時

ソラガーデン自治会
集会所 ソラガーデン自治会

６月１６日㈰
午前１０時 上福岡二丁目集会所 上福岡二丁目町内会

6月１６日㈰
午後２時

上野台二・三丁目自治
会集会所

上野台二・三丁目自
治会

６月１８日㈫ 
午後７時 中央二丁目会館 中央二丁目町内会

６月２５日㈫ 
午後７時

コンフォール上野台
集会所 上野台自治会

６月２９日㈯ 
午後２時 赤土原会館 赤土原町会

７月２日㈫ 
午後７時 はけ自治会館 𡋽自治会

７月4日㈭ 
午後７時 コスモスホール 上福岡一丁目町内会

７月６日㈯ 
午前10時 上福岡三丁目集会所 上福岡三丁目町内会

７月７日㈰ 
午前10時 南台二丁目集会所	 南台２丁目自治会

７月７日㈰ 
午後２時 富士見台会館 富士見台町内会

タウンミーティングを開催します
～未来に向けて 今、ここから～

　６月上旬～７月上旬の開催予定は以下のとおりで
す。事前の申し込みは不要で、自治組織に所属して
いなくても参加できます。詳しくは市ホームページ
をご覧ください。

 広報広聴課（ ０４９・２６２・９００３）

ふじみ野市亀久保
☎

ものわすれ外来
完全予約制

認知症サポート医がいる富家病院へ

もしかして認知症？？？
✔ 同じことを何度も言う ✔ 怒りっぽくなった

✔ 新しいことを覚えられない ✔ 慣れた道に迷う

医療法人社団富家会
富家病院デイケアセンター
富家デイサービスセンター

「生涯現役」を富家グループ通所サービスが支援いたします
富家グループの充実した安心のリハビリ

・半日利用可
・多彩なアクティビティ
・最新入浴設備
・カラオケ設備あり

☎ ☎デイケア デイ

Town_meeting_2
長方形
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

25 24

里
親
入
門
講
座

　
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
を
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
育
て

て
く
れ
る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

里
親
制
度
の
概
要
を
説
明
し
、
里
親
の

子
育
て
体
験
談
を
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　
7
月
6
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所　
東
松
山
市
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
大
会
議
室（
東
松
山
市
六
軒
町

５・２
）

対
象　
県
内
在
住
で
、
里
親
制
度
に
つ

い
て
関
心
の
あ
る
人

申
込
方
法　
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番

号
④
講
座
終
了
後
の
個
別
相
談
希
望

の
有
無
⑤
講
座
を
知
っ
た
き
っ
か
け

を
記
載
し
、
フ
ァ
ク

ス
か
、
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー

ム
で
申
し
込
む

 

社
会
福
祉
法
人
同
仁
学
院 

乳
児
院

さ
ま
り
あ

　

０
４
2・９
８
０・７
６
７
６

　

０
４
２・９
８
０・７
７
８
１

お
と
な
の
教
養
講
座

①
心
を
整
え
る 

写
経
入
門（
全
2
回
）

日
時　
6
月
21
日
㈮
・
27
日
㈭
午
前
10

時
30
分
～
11
時
50
分

講
師　
桐
淵
祐
雅
さ
ん（
真
言
宗
住
職
）

定
員　
15
人（
申
込
順
）

費
用　
２
０
０
０
円（
用
紙
代
含
む
）

②
ゆ
か
た
着
付
教
室（
全
2
回
）

日
時　
7
月
４
日
㈭・11
日
㈭

　
①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
②
午
後
１
時
～
２
時
30
分

講
師　
西
山
昭
子
さ
ん（
ハ
ク
ビ
京
都

き
も
の
学
院
師
範
会
講
師
）

定
員　
各
7
人（
申
込
順
）

※
催
行
人
数
各
回
３
人
以
上
。

費
用　
１
５
０
０
円（
2
回
分
）

対
象　
20
歳
以
上
の
女
性

●
共
通
事
項

場
所　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

申
込
期
間　
6
月
７
日
㈮
午
前
9
時
～

開
催
初
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
窓
口

か
電
話
で
申
し
込
む

 
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

０
４
９・２
６
４・７
９
７
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症

の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
認
知
症
の
人

や
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
応
援
者
で
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、あ
な
た
も
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
７
月
19
日
㈮
午
後
２
時
～
４
時

（
１
時
40
分
受
付
）

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
５
階
大
会
議
室

内
容　

①
認
知
症
の
知
識
・
サ
ポ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
②
講
話

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
の
人

申
込
方
法　
６
月
３
日
㈪
か
ら
電
話
で

申
し
込
む

 

高
齢
福
祉
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
３
８

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル

講
習
会

　
犬
の
し
つ
け
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る

講
習
会
で
す
。

参
加
者
に
わ
ん

パ
ト
グ
ッ
ズ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

日
時　
７
月
13
日
㈯

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
５
階
大
会
議
室

内
容　
犬
の
正
し
い
し
つ
け
方
、
市
の

犯
罪
発
生
状
況
な
ど

講
師　
藤
井
聡
さ
ん（
公
認
訓
練
士
・

オ
ー
ル
ド
ッ
グ
セ
ン
タ
ー
）

対
象　
市
内
在
住
で
犬
を
飼
っ
て
い
る

人（
犬
の
同
伴
不
可
）

定
員　
40
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
６
月
５
日
㈬
～
７
月
12
日

㈮
の
平
日
に
電
話
で
申
し
込
む

 

危
機
管
理
防
災
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
５
２

初
め
て
の
フ
ラ

日
時　
毎
月
第
１
～
４
月
曜
日

　
午
後
６
時
～
７
時

場
所　
上
野
台
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
定
員　
10
人（
申
込
順
）

費
用　
月
額
３
０
０
０
円（
月
謝
制
）

※
初
月
無
料
。

申
込
方
法　
６
月
８
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
電
話
で
申
し
込
む

 

上
野
台
体
育
館

　

０
４
９・２
６
３・８
９
８
８

血
糖
値
を
リ
セ
ッ
ト
！

日
曜
日
セ
ミ
ナ
ー

　
糖
尿
病
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
症
状

が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
生
活
習
慣
が
大

切
な
の
は
分
か
る
け
れ
ど
、
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
血
糖

値
が
気
に
な
る
人
へ
の
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。一
度
、血
糖
値
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
よ

う
に
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
専
門
医
が
お
答
え

し
ま
す
。

日
時　
7
月
28
日
㈰

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
分
室（
大
井
総

合
支
所
２
階
）

内
容　
①
医
師
の
講
話
②
保
健
師
・
管

理
栄
養
士
に
よ
る
ミ
ニ
講
座

講
師　
宮
地
真
由
美
さ
ん（
ま
み
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

対
象　
市
内
在
住・在
勤
の
人

定
員　
50
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法　
6
月
10
日
㈪
～
7
月
５
日

㈮（
必
着
）ま
で
に
窓

口
、ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
、

は
が
き
か
封
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
て
申
し
込
む（
一
人

１
通
）

必
要
事
項　

①
件
名「
血
糖
値
を
リ

セ
ッ
ト
！
日
曜
日
セ
ミ
ナ
ー
」②
名

前（
ふ
り
が
な
）③
生
年
月
日
④
郵
便

番
号
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号

受
講
決
定
通
知　
7
月
19
日
㈮
ま
で
に

申
込
者
全
員
に
発
送
予
定

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
〒
３
５
６・０
０
１
１
福
岡
１・２・５

　

０
４
９・２
６
2・９
０
４
０

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

　
定
期
接
種
期
間
を
過
ぎ
た
平
成
９
年

４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
女
子
の
う
ち
、
規
定
の
接
種
回
数

を
満
た
し
て
い
な
い
人
へ
、
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
無

料
で
の
接
種
は
本
年
度
が
最
終
年
度
で

す
。
接
種
終
了
ま
で
約
６
カ
月
か
か
る

た
め
、
接
種
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、

こ
と
し
９
月
末
ま
で
に
１
回
目
の
接
種

を
し
て
く
だ
さ
い
。ふ
じ
み
野
市・富
士

見
市
・
三
芳
町
で
の
医
療
機
関
の
接
種

で
あ
れ
ば
、
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。

そ
の
他
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

は
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
６
４・８
２
９
２

不
正
大
麻・け
し
撲
滅

運
動

　
５
月
１
日
～
６
月
30
日
は
、「
不
正
大

麻・け
し
撲
滅
運
動
」期
間
で
す
。
大
麻

の
使
用
は
体
に
有
害
で
、
栽
培
や
所
持

は
犯
罪
で
す
。「
け
し
」に
は
法
律
で
栽

培
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
種
類
が
あ

り
ま
す
。
大
麻
や
違
法
な「
け
し
」を
発

見
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

朝
霞
保
健
所

　

０
４
8・４
６
１・０
４
６
８

●【大人向け講座】自宅でできる包丁研ぎ

「見て」「さわって」「感じる」体験の場
えこらぼ７月の環境学習講座

日時　7月1３日㈯午前10時～11時30分
場所　ふじみ野市・三芳町環境センター環境

学習館えこらぼ
内容　ペーパークラフトを作り、船の仕組

みや環境とのつながりを知る。
対象・定員　小学生以上（小学生は保護者同

伴）・１６人
申込方法　6月27日㈭までに電話かウェブ

フォームで申し込む（申込多数の場合は抽
選。当選者のみ7月3日㈬までに連絡）
 環境課

　（ 049・262・9022）

●船のペーパークラフトを作ろう

広報板をご活用ください

　市民グループなどが
行うイベントのお知ら
せをする掲示物（ポス
ター）を「広報板」に掲
示することができます。
現在、広報板は公共施
設や集会所前、道路沿

いなど、全112カ所に設置されています。ぜひご活用ください。
　なお、掲示には、必ず事前の申請と許可印の押印が必要です。
利用条件　次のいずれかに該当するもの
　①市が主催・協賛・後援する事業の掲示物
　②主に市内で活動している団体が公共施設で開催するイベ

ントで、公共のコミュニティに供する掲示物
※「毎週〇曜日」など恒常的に行われるイベントや、会員募集
などの掲示物は不可。
掲示期間　最長1カ月 （張る日、剥がす日を含む）
掲示物の大きさ　A3判（29.7㎝×42㎝）以下

掲示物に必ず記載する項目　団体名、電話番号などの連絡先
利用方法　①申請書と掲示物（市への提出用1枚と掲示する

枚数分）を市役所本庁舎3階広報広聴課へ持参し申請する
　②承認を受けた上で、希望枚数分の掲示物に「掲示許可印」

を押す
　③掲示期限内に広報板へ掲示する
※過去に承認を受けた団体・内容の掲示物に限り、大井総合
支所市民総合窓口課でも申請できます。
注意事項　掲示に使用する画びょうは、自分でご用意いただ

きます（ヘッドが平らなものは利用禁止）。
　掲示板のスペースには限りがあるので、譲り合って利用し

てください。
　「掲示期限を過ぎた掲示物が張られている」「掲示期限内に、

掲示物を剥がされてしまった」などのご意見が多く寄せら
れています。ルールを守らない団体は、1回目は注意、2
回目は1年間の掲示禁止となります。ルールを守ってご利
用ください。
　広報広聴課（ 049・262・9003）

ふふじじみみ野野市市でで

くくももんんのの先先生生をを募募集集ししてていいまますす
子子どどももたたちち、、地地域域のの

未未来来ををつつくくるるおお仕仕事事でですす。。
歳歳ままででのの方方をを募募集集ししてていいまますす。。

先生のお仕事・説明会の
お申込みはこちらから⇒

公公文文教教育育研研究究会会 埼埼玉玉ブブラランンチチ チチーームム
－－ －－

（（平平日日 時時半半～～ 時時半半））

ふじみ野市中福岡79-1

子子どどももののそそのの
幼幼保保連連携携型型認認定定ここどどもも園園

Instagram

049-266-3332

22002244 66 1111 (( )) 1144 (( ))詳細・内容

OOKK

Town_meeting_2
長方形
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

27 26

40
歳
以
上
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
へ

　

ふ
じ
み
野
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
中
の
人
は
、
40
歳
に
な
る
と
特
定
健

康
診
査
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。
特

定
健
康
診
査
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
受
診
券
は
５
月
下
旬
に
送
付
し
ま

し
た
。

　

対
象
者
の
約
２
人
に
１
人
が
毎
年

特
定
健
康
診
査
を
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
よ
り
健
康
で
充
実
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
、
初
め
て
の
人
も
受

診
中
の
人
も
毎
年
の
健
診
の
１
回
に

特
定
健
康
診
査
の
受
診
券
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

保
険・年
金
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
４
２

成
人
男
性
の
風
し
ん

抗
体
検
査
・
予
防
接
種

　
公
的
な
接
種
機
会
が
な
か
っ
た
人
に

対
し
、５
月
に
風
し
ん
抗
体
検
査・予
防

接
種
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま

し
た
。

　
本
事
業
は
、
原
則
令
和
７
年
２
月
28

日
ま
で
で
終
了
し
ま
す
。
抗
体
検
査
を

受
け
て
い
な
い
人
は
早
め
に
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
ク
ー
ポ
ン
発
送
対
象
者

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
～

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
う

ち
、
令
和
６
年
１
月
末
時
点
で
抗
体
検

査
未
受
検
の
人

※
こ
と
し
４
月
末
時
点
で
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
る
人
の
み
。

●
抗
体
検
査・予
防
接
種
の
流
れ

①	

市
発
行
の
ク
ー
ポ
ン
券
、
住
所
・
氏

名
の
分
か
る
本
人
確
認
書
類
を
持
参

し
、
実
施
機
関
で
抗
体
検
査
を
受
検

※
実
施
機
関
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
実
施
機
関
か
ら
抗
体
検
査
の
結
果
が

届
く（
取
り
に
行
く
場
合
も
あ
り
）

③
抗
体
価
が
基
準
を
満
た
さ
な
い
場

合
、
ク
ー
ポ
ン
券・本
人
確
認
書
類・

②
の
抗
体
検
査
結
果
通
知
を
持
参

し
、
予
防
接
種
実
施
機
関
で
接
種

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
６
４・８
２
９
２

も
の
忘
れ・認
知
症
相
談

　
認
知
症
は
、
早
期
の
段
階
で
の
対
応

が
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る「
も
の
忘

れ・認
知
症
相
談
」を
行
い
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
認
知
症
に
関
す
る
質
問
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
後
、
担
当
の
高
齢
者
あ
ん
し
ん

相
談
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
し
て
お
話

を
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

東入間警察署
東入間防犯・暴力排除推進協議会

０４９・２６９・０１１０

●犯罪情勢
　東入間警察署管内における、令和５年
の刑法犯認知件数は1,７８１件で、前年と
比較して1７９件増加しました。
●特殊詐欺対策
　令和５年の東入間警察署管内における
特殊詐欺被害件数、被害額は前年に比べ、
ほぼ横ばいであるものの、ふじみ野市に
おける被害件数については３２件（前年比＋
９件）と増加しています。
　「自分はだまされるはずがない」「うちの
親は大丈夫だ」などといった先入観は捨て
て、普段から家族や身近な人と気軽に相
談できる環境づくりを心がけましょう。
　犯人の話術は巧妙であり、電話に出る
と誰でもだまされる可能性があります。
▶対策
　犯人からの電話に出ないために、また
万が一、犯人からの電話に出てしまった
場合に備えて、被害に遭わないための対
策をとりましょう。
①在宅中でも留守番電話にセットし、電
話が鳴っても出ないようにする

②防犯機能付き電話を利用する
③普段から家族間で連絡を取り合う
　また、国際電話番号による特殊詐欺が
急増中です。海外との通話が不要な人は、

「国際電話不取扱センター（ ０１２０・２１０・
３６４）」で、発信や着信を無償で休止でき
ます。申し込みの手続きをしてください。
　なお、東入間警察署管内で認知してい
る特殊詐欺被害の特徴としては、市役所
をかたり、累積保険料の還付金名下でＡＴ
Ｍに誘引し振り込ませる還付金詐欺、パ
ソコンやスマートフォンのウイルス感染の
修理代金、ウェブサイトの登録代金をう
たってＰＯＳＡカードにより支払いを求める
架空請求詐欺が多く発生しています。
●特殊詐欺被害の現状（令和５年暫定値）

被害件数 被害金額
ふじみ野市 ３２件 約５,２０４万円
富士見市 ２３件 約３,２８５万円
三芳町 ９件 約１,８５０万円
合計 ６４件 約１億３３９万円

●自転車盗難対策
　埼玉県内では、令和５年中に自転車盗

難が１３，６２２件発生し、前年と比べて３，
２５１件増加となっています。被害の６割以
上がカギをかけていない状態で盗まれて
おり、自宅や駅付近の駐輪場で多く盗ま
れています。
▶対策
①自宅でも短時間の駐輪でも確実にカギ
をかける
②ツーロックする（はじめから付いている
カギに加え、ワイヤーロックで二重に施
錠する）
●その他の防犯対策
　東入間警察署では、「不審な屋根修理
業者が訪問してきた」などの情報が多く寄
せられています。
　断っても帰らない、勝手に家に上がら
れたなど、身の危険を感じた場合は１１０
番してください。
▶対策
①話をうのみにしない
②ほかの業者にも点検や見積りを依頼する
③家族と相談してから契約する

日
時　
７
月
５
日
㈮

　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　
市
役
所
第
３
庁
舎
Ｃ
２
０
１
会

議
室

定
員　
３
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
６
月
26
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む（
要
予
約
）

 

高
齢
福
祉
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
３
８

PP 各種検診（健診）を受けましょう

　個別がん検診・特定健康診査などを実施します。各種検
診や健診の受診は、健康を守る第一歩です。健康が気にな
る今だからこそ、検診（健診）はお早めの受診をおすすめし
ます。各検診・健診の対象者や場所などは、市報４月号と一
緒に配布した「健康カレンダー」または市ホー
ムページをご覧いただくか、お問い合わせくだ
さい。
内容　肺がん・結核・胸部疾患検診、大腸がん、子宮頸がん、

胃がん、乳がん、胃がんリスク検診、肝炎ウイルス検診、生
活保護受給者の健康診査（健康保険加入者を除く）

実施期間　６月１日㈯～１１月３０日㈯
※胃内視鏡検査は１０月３１日㈭まで。
※実施期間等が変更になる場合があります。受診の前に、
医療機関にご確認ください。
申込方法　対象者であることを確認の上、ふじみ野市、富

士見市、三芳町の各実施医療機関に直接電話予約してく
ださい。

※生活保護受給者の健康診査を希
望する人は、５月３１日㈮から保健セ
ンターで受診票を配布します。
受診回数　年に 1 回
※胃がん検診（内視鏡検査）と子
宮頸がん検診のみ、２年に１回。
※肝炎ウイルス検診は一生に１回。

 保健センター
　（ 049・262・9040）

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送

　
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
と
が
ん
の
早

期
発
見
に
よ
る
健
康
保
持
・
増
進
を
目

的
に
、
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
郵
送
し
ま
し
た
。
ク
ー
ポ
ン
券
が
届

い
た
人
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
ふ

じ
み
野
市・富
士
見
市・三
芳
町
の
各
実

施
医
療
機
関
で
、
乳
が
ん
検
診
は
、
市

の
集
団
検
診
ま
た
は
個
別
検
診
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
無
料
ク
ー
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ン
対

象
の
人
は
、
令
和
５
年
度
に
市
の
が
ん

検
診
を
受
診
し
て
い
て
も
2
年
連
続
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
有

効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン
券

の
使
用
方
法
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
に
添
付

さ
れ
て
い
る
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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種類 生年月日 年齢※

子宮頸がん検診 平成15年4月2日～16年4月1日 21歳

乳がん検診

昭和58年4月2日～59年4月1日 41歳

昭和53年4月2日～54年4月1日 46歳

昭和48年4月2日～49年4月1日 51歳

昭和43年4月2日～44年4月1日 56歳

※令和７年４月１日までに到達する年齢。

ひがしいるま地域防犯ニュース

文部科学省
職業実践力育成プログラム認定

詳しくはこちらから

中学校の部活動および中学生の地域スポーツクラブ活動
における、指導者およびクラブの運営に関する質的向上を
目指し、指導者・生徒が安心・安全にスポーツ活動に取
り組めるようにするためのプログラムです。

各地域の埋もれていた歴史や文化を見出し、これらを生か
した新たな観光の可能性を提唱し、実践する能力の開発
を目的とした大東文化大学オリジナルの資格です。

めざせ！“歴史散歩の達人”      　　　　観光歴史ガイド   養成R

社会人の“学びたい”に
お応えします！ リカレント教育 履修証明プログラム

大東文化大学リカレント教育推進室（事務受託会社：㈱大東スクラム）　☎03-5399-7851　 recurrent@staff.daito.ac.jp

大東文化大学サーティファイド
地域スポーツクラブ活動指導者TM

地域の子ども達の
スポーツを支える担い手に

受講生
募集

広報ふじみ野 _45mm×184mm

Town_meeting_2
長方形




